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減技用服装ルール改定への対おについて(お知らせ)

公益財団法人 日本卓球協会

用 具 委 員 会

日本卓韓ルールの下で行われるすべての大会に関して、平成27年9月1日からの日本卓球ルール隅強規組の■更が施行されます。

その判断基準と事偶をお知らせします。

日本卓球ル…ル 2Ⅲ2‐2:滋 般用服装

2.2.2.2競技用シャツ(独慧盟溺巡)、ショ中ツまたはスカートの申,統 は使用するポールのこと明らかL違 速 でなければならない。

①本協会では平成28年7月公盟分より、白いポールに活用出来るユニホームには、林れのJTTAワッヽ ンを変付しています。

②平成26年7月以前に公阻済みのユニホーム(白・鳥ワッベン)は、平成27年9月1日より、大会会域での書覚景鋭断にとIJr_fn

③白いボールを使用する大会時、自色が入つていない柏については全く問題がありません。(自・鳥ワッベン)

④平成26年12月より公題済みのウエア(白・鳥ワッベンは付済み)については公盟メーカーから同―デザインに限り赤ワッベン再申摘を

受け付けています。敵に開―デザインにおいて3色のワッベン(赤口鳥・白)が潟在することになります。

ただしホワッベンウエアでも後付で白いロゴ・白地台付き広告・チーム名などを追加した増合は審判長判断に委ねられる手もあります。

⑤ラージポール大会ではポールと同じ色のユニホームの使用が盟められています。

NG(着用出来す)の判断基準【白いボールを使用した大会の将合】

①原則としても加面スに輩面          の 増台ゃ主たる色は自であると判断されるため、NGです。

②ウエアの自部分が例え1/3位であつても、胸に集中している母合はNGです。

③白部分が左右の半分の増合や裾の半分くらいにある村合もNGです。

※ 中体違主催大会は主催者の判断基準が優先されます。

中 どのようなウエアが着用可能か否かの目安は、デザインロをご◆照ください。


